
平成１５年２月６日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

歯科用茹で上げ重合器 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 歯科技工士が、入れ歯の樹脂を重合させるために用いる医療用の機器である。 

 約７０℃の湯の中に、治具に取り付けた入れ歯の樹脂製歯茎部分を入れ、８時間

程度加熱したのち、樹脂の重合を行うものである。 

 

○構造、仕様、意匠 

 形状は、調理用のスープジャー（調理・保温鍋）と同様なもの。 

  定格：１００Ｖ、５００Ｗ。 

 

○主な使用者、販売先 

歯科技工士、医科用。 

 

２ 対象・非対象の解釈 

 

 非対象として取り扱う。 

  

（理由） 

 医療現場において、専ら特別の技能を有した者が治療用に使用する機器であるこ

とから、非対象として取り扱うのが妥当と判断する。 

 

 

電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 


